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第３章 全体構想 

１. まちづくりの基本的な考え方と目標 

（１）まちづくりの理念 

橿原市第 4 次総合計画では、以下のようなまちづくりの理念を掲げています。都
市計画マスタープランにおいてもまちづくりの理念として掲げ、まちづくりを推進
するものとします。 

 

 

 

 

（２）将来ビジョン 

橿原市第 4 次総合計画では、将来にわたる住みよいまちづくり、持続可能なまち
づくりに向け、市⺠、事業者、⾏政が、それぞれの暮らしや仕事を通じて、それぞれ
の役割を果たしながら協働でまちづくりを進めていく共通の指針として、以下のよ
うな将来ビジョンを掲げています。都市計画マスタープランにおいても将来ビジョ
ンとして掲げ、まちづくりを推進するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人とともに、歴史とともに、やさしく強いまち かしはら 

 市⺠をやさしく包み込む橿原、市⺠を強く守る橿原を、豊かな歴史⽂化とと
もに⼈と⼈とが思いやり⽀え合いながら、市⺠と⾏政が協働して創りあげてい
くことをまちづくりの理念とします。 

はじまりから未来へ、つながりきらめくまち かしはら 

 「はじまりから未来へ」には、2 つの意味があります。1 つ目は日本国はじ
まりの地という橿原らしさと歴史の深さを次世代に継承しながら、来たる超ス
マート社会にも対応していくこと。2 つ目は⼈生 100 年時代を迎える中で、
⼈の一生の表現として出生から約 100 年、安心して暮らしていくことができ
る市になることを目指すことです。  

「つながりきらめくまち」は、本市と関わる全ての⼈が、⼈や物、縁、歴史、
自然などとつながることで、活気があふれてきらめくような⼈中心のまちを目
指すことを意味します。  

この橿原に住むことに喜びや誇りを感じることや、この地を訪れる⼈にも来
てよかった、住んでみたいという魅力を感じるまちにしたいということから、
この将来ビジョンを考えました。 
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（３）まちづくりの基本的な考え方と目標 

①まちづくりの基本的な考え方 

本市は、「日本建国の地」「日本国はじまりの地」と呼ばれ、藤原宮跡、橿原神宮、
今井町の町並みなど歴史⽂化遺産を多数有しているとともに、大和三山の優れた眺
望や河川の⽔辺、山林、⽥園など、日本の原風景を感じられる自然景観が⻑きにわ
たり継承されてきた一方で、鉄道駅を中心に市街地が形成されてきました。これら
歴史⽂化遺産、自然景観などの豊かな地域資源と鉄道駅を中心に形成された市街地
の特性を活かすことによって、魅力あふれるまちづくりを推進します。 

また、市内を鉄道が縦横に走り、広域幹線道路が整備されるなど交通網が発達し
ており、県下第 2 位の⼈口を擁する都市として発展してきました。今後は、デジタ
ル分野に⻑けた⼈材を育成し、情報通信技術や様々な先端技術を活用することで都
市機能の向上を図り、奈良県の中心都市としてふさわしい便利で快適なまちづくり
を推進します。 

さらに、近年頻発する地震や集中豪雨等の自然災害に適切に備え、防災・減災へ
の取組みを一層充実させることで災害に強いまちづくりを推進します。また、誰も
が利用しやすく暮らしやすい社会基盤整備を推進するなど、災害に対する強靭さと、
⼈に対するやさしさを兼ね備えた安全で安心なまちづくりを推進します。 

このように、歴史⽂化遺産や自然景観などの豊かな地域資源が重要な財産である
というまちに対する誇りを醸成しつつ、これら地域資源と質の高い都市機能を備え
た市街地が共存し、子どもや高齢者、障がいのある⼈など誰もが、安全、安心、快適
に暮らすことができ、市⺠がこのまちに喜びや誇りを持って「住み続けたい」と感
じ、来訪者が来てよかった「住んでみたい」と感じるまちづくりを目指します。 
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②まちづくりの目標 

まちづくりの基本的な考え方を踏まえ「住み続けたい・住んでみたい」まちを実
現するために、本市では３つの「まちづくりの目標」を示します。 

１）魅力を高めるまちづくり 

本市は、今井町や八木町といった歴史的町並み、藤原宮跡や古墳群などの歴
史⽂化遺産、大和三山や貝吹山などの自然景観といった先⼈から受け継がれて
きた地域資源を保全するだけでなく、多くの来訪者を惹きつける魅力あふれる
空間となるよう整備を推進します。 

また、鉄道駅周辺の中でも、都市拠点である「大和八木駅周辺」では奈良県の
中心都市の玄関口にふさわしい拠点の形成のため、「橿原神宮前駅周辺」では
奈良県南部の観光の玄関口にふさわしい空間の創出のため、既存の都市機能の
さらなる向上を推進します。 

このように、歴史⽂化遺産や豊かな自然景観と都市拠点とが共存することで、
地域の魅力を高めるまちづくりを目指します。 

2）生活利便性を高めるまちづくり 

本市は、鉄道および主要道路の交通結節点としての機能を有する交通の要衝
であり、今後は全ての⼈が、自在に目的地にたどり着くことのできる快適で便
利な次世代移動環境を、デジタル技術の活用により推進します。 

また、新たな技術の導入に柔軟に対応し、今までにない価値を社会に提供す
る力をつけることで、これからの社会情勢の変化にも対応した都市機能の向上
を推進します。 

このように、超スマート社会に対応することで、奈良県の中心都市にふさわ
しい生活利便性を高めるまちづくりを目指します。 

3）安全・安心を高めるまちづくり 

近年の頻発する地震や集中豪雨等の自然災害に適切に備えるためには、避難
所となる公共施設の耐震化や⽔害への対応などのハード対策と併せて、通信技
術を活用した市⺠への情報提供や地域コミュニティの強化などのソフト対策に
よる防災・減災対策により災害に強いまちづくりを推進します。 
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また、公園や道路などの都市施設において、子どもや高齢者、障がいのある
⼈など誰もが安全・安心に利用できるよう、バリアフリーやユニバーサルデザ
インに配慮した整備を推進します。 

このように、災害に対する強靭さと、⼈に対するやさしさを兼ね備えた安全
で安心を高めるまちづくりを目指します。 

 

≪まちづくりの基本的な考え方と目標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの 
基本的な考え方＞ 

＜まちづくりの目標＞ 

＜将来ビジョン＞ 

まちづくりの理念：人とともに、歴史とともに、やさしく強いまち かしはら 

はじまりから未来へ、つながりきらめくまち かしはら 

「住み続けたい」「住んでみたい」まちづくり 

魅力を 
高めるまちづくり 

生活利便性を 
高めるまちづくり 

安全・安心を 
高めるまちづくり 
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（４）将来人口 

橿原市⼈口ビジョンでは以下のように将来⼈口を設定しています。 

 

≪将来人口≫ 

 
※本市の合計特殊出生率（1.37）を開始値とし、2040 年に国⺠希望出生率（1.83）に、2055 年に⼈口置換⽔準

（2.07）に上昇すると仮定しています。また、あわせて移動率を 2020 年までは社⼈研 H30 の設定値、2020
年から 2045 年の転出率は、社⼈研 H30 の設定値の 1/2、転入超過は設定のまま、2045 年以降は 2045 年と
同じ値で推移すると仮定します。 

 

 

 

 

 

 

  

橿原市⼈口ビジョンでは 2040 年に向けて緩やかな⼈口減少となっていますが、「住み
続けたい」「住んでみたい」まちづくりにより⼈口減少のさらなる⻭⽌めを目指します。 
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２. まちの将来像 

（１）まちづくりが目指す姿 

奈良県の中心都市として大和八木駅周辺や橿原神宮前駅周辺を中心に都市機能を
充実させることで市街地の無秩序な拡大を抑制するとともに、既存の公共施設を活
用したまちづくりを推進し、持続可能な都市構造を形成します。また、各地域の特
性に応じて既に形成された拠点については、機能の向上やコミュニティの維持に努
めながら、各拠点が公共交通などのネットワークにより連携しながら活性化する、
バランスの取れた都市構造を目指します。 

まちづくりの目標を具体化するために、将来都市構造と土地利用構想に分けて整
理します。 

 

（２）将来都市構造 

①基本的な考え方 

本市は、１３の鉄道駅を中心とした地区に⼈口や都市機能が集積するなど既に拠
点が形成されています。また、豊富な歴史⽂化遺産が市内各地に点在しており、こ
れらの地区や施設には多くの観光客が訪れています。 

都市に必要な機能やサービスを効率的に提供するためには、既に形成された各拠
点の機能のさらなる向上と拠点間のネットワーク化が不可欠です。ネットワーク化
は、道路や公共交通、情報通信インフラ等の社会基盤のさらなる充実により、⼈・モ
ノ・情報の高密度な交流の実現を目指します。 

魅力的な都市生活の実現に向けて、技術革新を積極的に受け入れ、より高次の都
市機能やサービスを提供できる都市を目指します。 

また、過去の様々な災害の課題・教訓を踏まえた防災・減災の取組みの推進によ
る安全・安心な都市を目指します。 
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②都市の骨格の構成要素 

まちづくりの基本的な考え方と目標、まちづくりが目指す姿を踏まえ、その実現
に向けた将来の都市構造を都市の骨格の構成要素である「拠点」「軸」で整理しま
す。 

１）拠点 

奈良県の中心都市として多くの⼈やものが集まり、本市を特徴づける場所を
拠点として位置づけます。拠点では、賑わいや都市の利便性の向上を推進する
とともに、地域資源の保全や活用による交流⼈口の増大を促進します。 

拠点 

都市拠点 
・大和八木駅、八木⻄口駅、畝傍駅を含む商業・業務施設、本

庁舎・分庁舎、観光、各種サービス機能が集積したエリア 
・橿原神宮前駅周辺の観光、各種サービス機能が集積したエ

リア 

広域交通拠点 ・大和八木駅、八木⻄口駅、畝傍駅 
・橿原神宮前駅 

地域交通拠点 
・真菅駅、新ノ口駅、耳成駅、畝傍御陵前駅、岡寺駅、坊城駅、

橿原神宮⻄口駅、⾦橋駅、⾹久山駅の各駅周辺地区 
・新駅を計画する駅周辺地区 

レクリエーション拠点 ・橿原運動公園、曽我川緑地、橿原公苑、⾹久山公園、新沢千
塚古墳群公園 

歴史・⽂化拠点 
・今井町、八木札の辻を中心とした地区、藤原宮跡、橿原神

宮、本薬師寺跡、新沢千塚古墳群、丸山古墳、植山古墳、菖
蒲池古墳 

2）軸 

拠点間又は周辺の市町村を結ぶ動線を軸として位置づけます。軸は、配置し
た都市機能を道路や公共交通で結びネットワーク化することで、円滑な経済活
動の下⽀えや各種災害に強いインフラとなるよう、機能充実を推進します。さ
らに、情報通信インフラ等の社会基盤の充実により、⼈・モノ・情報の高密度な
交流の実現を目指します。 

軸 

道路 

広域連携軸 ・京奈和自動車道 

地域連携軸 
・国道 24 号、165 号、166 号、169 号、都市計画道路大和高

⽥バイパス線、中和幹線、奈良橿原線、橿原神宮参道線、畝
傍御陵飛騨線、橿原神宮駅停車場線、橿原運動公園線、県道
多武峯⾒瀬線、⼾⽑久⽶線など 

鉄道 
近鉄 ・大阪線、南大阪線、橿原線、吉野線 

JR ・万葉まほろば線 

拠点連携軸 ・橿原神宮参道線、国道 169 号、近鉄橿原線 
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③将来都市構造 

都市の骨格の構成要素における拠点や軸の考え方を踏まえ、将来都市構造を整理
します。 

≪将来都市構造≫ 
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（３）土地利用構想 

①基本的な考え方 

現時点での将来のビジョンを共有するものとして、総合的かつ計画的な土地利用
を推進するための今後 10 年間における本市の土地利用の考え方を示します。土地利
用の方向性を面的な広がりのある拠点やゾーンとして位置づけ、景観や自然環境と
の調和による良好な市街地形成を目指します。 

また、より高度で持続可能な都市を実現するため、ICT 等の新技術を積極的に活
用し、様々な⼈材の集積や投資を呼び込むための新たな土地利用を目指します。 

さらに、社会実験・実証事業などを通じて結果を反映していくために、適宜⾒直
しを⾏い、柔軟性・更新性のあるものとします。 

 

②将来の土地利用 

現状の土地利用をもとに、市内全域の今後 10 年間における土地利用状況を整理し
ます。 

１）土地利用 

今後 10 年間における土地利用を位置づけます。土地利用は、今後の都市的土
地利用と自然的土地利用を示すことで本市の将来の総合的かつ計画的な土地利
用を目指します。 

土地利用 
市街地 ・都市的土地利用を中心とする区域 

⽥園環境資源 ・市街地を取り囲む農地と周辺の集落地 

自然環境資源 ・畝傍山、耳成山、⾹久山からなる大和三山及び貝吹山などの
緑を保全する資源 

歴史⽂化資源 
・今井町、八木札の辻を中心とした地区、藤原宮跡、橿原神宮、

本薬師寺跡、新沢千塚古墳群、丸山古墳、植山古墳、菖蒲池
古墳などの歴史⽂化遺産の保全継承する資源 

大規模都市公園緑地 ・橿原運動公園、曽我川緑地、橿原公苑、⾹久山公園及び新沢
千塚古墳群公園などの大規模都市公園緑地 
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２）拠点・ゾーン 

本市の将来像の実現に向け、土地利用の方向性を面的な広がりや重要な土地
利用を誘導するものとして拠点・ゾーンで位置づけます。土地利用の誘導を図
ることでバランスの取れた持続可能な都市構造を目指します。 

拠点・ゾーン 

都市拠点 
・大和八木駅、八木⻄口駅、畝傍駅を含む商業・業務施設、本

庁舎・分庁舎、観光、各種サービス機能が集積したエリア 
・橿原神宮前駅周辺の観光、各種サービス機能が集積したエ

リア 

都市シビックゾーン 
・市役所からかしはら万葉ホールにかけての⾏政・医療・⽂化

などの公共公益施設の集積する地区や畝傍御陵前駅周辺の
公共公益施設の集積するゾーン 

産業誘致ゾーン ・広域幹線道路の整備効果を活かし、本市の産業基盤の強化
を図るゾーン 

地区計画検討ゾーン ・計画的な開発の誘導や協働によるまちづくりを実現するた
めに地区計画制度の活用を検討するゾーン 
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③土地利用構想 

土地利用や拠点・ゾーンの考え方を踏まえ、土地利用構想を整理します。 

≪土地利用構想≫ 
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３. まちづくりの分野別方針 

まちづくりの課題を踏まえ、まちの将来像や将来の都市構造のあり方を実現するた
め、土地利用や都市施設といったまちづくりの分野別方針を整理します。まちづくり
の分野別方針の考え方について、以下に示します。 

 

≪まちづくりの分野別方針の考え方≫ 

まちづくりの分野別方針の考え方 

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
別
方
針 

土地利用の方針 
市街化区域・市街化調整区域や用途地域の指定・変

更に関する土地利用について、基本的な考え方とその
方針を示します。 

都
市
施
設
整
備
の
方
針 

道路・公共交通 
都市計画道路をはじめとした道路の整備、鉄道・バ

スといった公共交通について、基本的な考え方とその
整備方針を示します。 

公園・緑地 
都市計画公園、緑地といった整備や改善・維持管理

について、基本的な考え方とその整備方針を示しま
す。 

その他 
道路や公園を除く⾏政・公共サービス施設、上下⽔

道などの改善・維持管理について、基本的な考え方と
その整備方針を示します。 

市街地・住宅地整備の方針 
市街地開発事業などをはじめとした市街地や住宅

地の整備や改善・維持管理について、基本的な考え方
とその整備方針を示します。 

都市防災の方針 
各種災害への備えについて、基本的な考え方とその

整備方針を示します。 

歴史的景観等の形成 
及び自然環境の方針 

生活の質を高め、美しく風格のある都市の実現を図
るための歴史的景観等や自然環境について、基本的な
考え方とその整備方針を示します。 
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（１）土地利用の方針 

①基本的な考え方 

◇都市計画区域においては、都市計画法等に基づき無秩序な開発や建物用途の混
在化の抑制といった土地利用の規制・誘導を推進します。 

◇持続可能なまちを実現するため、都市の拡大を前提としたまちづくりから、地
域の特性を踏まえた居住や福祉・医療・商業などの都市機能の集約や充実によ
るまちづくりへ転換し、利便性の高い生活環境の維持・充実による拠点性の強
化を推進します。 

◇住みよいまちを実現するため、豊かな自然や歴史資源などを活かした交流や観
光にも着目しながら、ICT を活用し快適性や利便性を含めた新たな価値を創造
し続ける持続可能なまちづくりを推進します。 

 

②土地利用の方針 

1）商業ゾーン 

・大和八木駅周辺については、駅北側の市街地改善を⾏いながら、奈良県の中
心都市の玄関口にふさわしい機能の強化や商業・サービス施設の立地誘導、
商店街通り等における歩⾏者の回遊性の強化など賑わい拠点の形成を推進し
ます。また、良好な市街地環境の形成に配慮しながら、道路等の公共施設の
整備等を前提とした容積率や高さ等の規制緩和について早期に検討を⾏い、
一定程度の土地の高度利用を促進します。 

・医大附属病院周辺では、集積する公共公益施設の集約や再整備の際には、道
路等の公共施設の整備等を前提とした容積率や高さ等の規制緩和による一定
程度の土地の高度利用を促進します。 

・橿原神宮前駅周辺については、奈良県南部の観光の玄関口にふさわしい既存
の商業・サービス機能の再編・活性化など賑わい拠点の形成を推進します。
また、良好な市街地環境の形成に配慮しながら、道路等の公共施設の整備等
を前提とした容積率や高さ等の規制緩和について早期に検討を⾏い、一定程
度の土地の高度利用を促進します。 

・岡寺駅周辺については、周辺住宅地にとって生活利便性の向上となる土地利
用の形成を推進します。 

・畝傍御陵前駅周辺については、集積している公共公益施設を歩⾏者が円滑に
周遊できる利便性の高い土地利用の形成を推進します。 



第 3 章 全体構想 

 

22 

2）近隣商業ゾーン 

・近隣の住⺠が日用品等の買い物をする店舗の業務の利便性を高める地区とし
て、駅などに至る沿道の賑わいの形成を推進します。 

3）沿道サービスゾーン 

・幹線道路等の利便性を活かしたサービス施設等を、周辺土地利用と調和しな
がら立地促進する地区として、商業・サービス施設の適正な立地を誘導しま
す。 

4）工業流通ゾーン 

・工業流通施設の立地を推進する地区として、周辺環境と調和した適正な産業
振興を推進します。 

・京奈和自動車道、南阪奈道路などの広域交通へのアクセス性を活かし、計画
的な開発による新たな企業用地の確保に努めます。 

5）低密度住宅ゾーン 

・良好な低層⼾建住宅がまとまって立地する住宅地として、自然環境と調和し
た住環境の維持・保全に努めます。 

・まとまった規模の低未利用土地は、必要に応じて周辺の住環境と調和した住
宅開発を誘導します。 

・居住者の高齢化など地域の課題や特性を踏まえながら、地域の快適な生活に
不可欠な都市施設を整備改善し、若者をはじめとする多様な世代の定住促進
のための住環境の向上に努めます。 

6）中密度住宅ゾーン 

・低密度以外の住宅地は、建築物の更新に伴う基盤整備により、住環境や防災
性の向上の促進に努めます。 

・まとまった規模の低未利用土地は、必要に応じて周辺の住環境と調和した住
宅開発や商業・サービス施設などを誘導します。 

・公営住宅等⻑寿命化計画を踏まえ、⽼朽化した市営住宅の建替や改修などに
より、バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に配慮した住宅供給に
努め、多様な居住者に対応した住環境の維持・向上を推進します。 

・既に良好な住環境が形成されている地区では、地区計画制度を活用し維持・
保全に努めます。 
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7）歴史的町並みゾーン 

・歴史的町並みが残る地区として、歴史的な町並み環境の保存と市⺠の学習・
交流の場としての整備に努めます。 

・今井町については、重要伝統的建造物群保存地区としての歴史的な町並みの
保存と活用に努めます。 

・八木札の辻を中心とした地区については、⽂化財保存に対する住⺠意識を高
めつつ、住⺠主体のまちづくりを推進し、歴史的町並みの保存と育成に努め
ます。 

8）田園環境ゾーン 

・地域コミュニティの維持のため、生活道路などの生活基盤の整備・改善によ
る住環境の向上に努めます。 

・農業の持続的な発展のため、効率的・安定的な農業環境を確立しながら、集
落環境の向上に努めます。 

・農地は農産物の生産に加え、癒し、防災機能、景観形成機能など都市に必要
な多面的役割を有しており、耕作放棄や農地転用を抑制し、営農が継続して
⾏えるよう農地の維持・保全に努めます。 

9）歴史・自然環境ゾーン 

・「大和三山眺望景観保全計画」に基づき、藤原宮跡から大和三山への段階的
な高さ規制や、建築物の意匠制限等によって、眺望・景観の確保された土地
利用を誘導します。 

・周辺部の農村集落地や⽥園環境と合わせて良好な環境・景観の保全に努め、
市⺠の憩いの場としての活用を推進します。 

・特別史跡藤原宮跡については、国が策定した「特別史跡藤原宮跡整備基本構
想」に基づき、関係機関との協議を推進します。 

10）レクリエーションゾーン 

・自然とのふれあいや緑の保全を⾏う拠点、快適な健康増進、市⺠の憩いと散
策の場として、良好な環境の保全に努めます。 

11）産業誘致ゾーン 

・広域幹線道路の整備効果を活かし、本市の産業基盤の強化を図る拠点として、
周辺地域との環境調和に十分留意しつつ、産業施設の立地誘導に努めます。 
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12）地区計画検討ゾーン 

・周辺環境との調和を図りながら、計画的な開発を誘導するために地区計画制
度の活用を検討します。 

・都市拠点および都市シビックゾーンにおいて、市⺠、事業者、⾏政の適切な
役割分担による協働のまちづくりを実現するために地区計画制度を活用した
住環境の高密度化を促進し、賑わいの創出による地域の活力向上を目指しま
す。 

13）医大新キャンパスゾーン 

・歴史の⾹漂う橿原の地で、奈良への愛着を醸成し、医大ならではの医学教育
を実践する場にふさわしい姿として整備を⾏い、学習環境や教育環境の充実
に努めます。 

 

③都市計画の見直し等 

・医大周辺地区では、土地利用の動向や将来の⾒通しを踏まえ、橿原キャンパ
スタウンの実現のため、用途地域等の変更、地区計画の指定を検討します。 

・市街化調整区域内では、地域コミュニティの維持・向上、地域の特性や様々
なニーズに応じて、地区計画制度の適用をはじめとした必要な取組みを推進
します。 

・日々変化する社会経済情勢に対応するために、都市生活に関わる様々なデー
タを包括的に収集し、土地利用に関する解析・分析ができるシステムの確立
を目指すとともに、より柔軟で迅速な都市計画の⾒直しを検討します。 

・社会的課題に対応するために、市⺠や来訪者に対してＩＣＴを活用した様々
な情報の⾒える化を検討し、地域の活性化や観光振興に繋がる⺠間活力を誘
導するための都市計画制度の運用に努めます。 
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≪土地利用の方針図≫ 
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（２）都市施設整備（道路・公共交通）の方針 

①基本的な考え方 

◇奈良県の中心都市として、幹線道路網をはじめとする生活利便性の向上、観光
振興などに資する交通ネットワークの形成を推進します。 

◇地域の活性化を目指して身近な車道や歩道の整備・改善による快適な生活環境
の充実を推進します。 

◇歩⾏者や自転車の安全性の向上を目指して歩道及びカーブミラーやガードレー
ルなどの交通安全施設の充実による歩⾏者ネットワークの形成を推進します。
また、健康づくりや居心地が良く歩きたくなるまちなかを目指して先端技術の
導入を検討し、来訪者にも回遊しやすい移動環境を推進します。 

◇誰もが円滑で快適に利用できる交通環境の充実を推進します。また、持続可能
なまちづくりの一翼を担うため、利用者のニーズを踏まえ、公共交通の利便性
の向上を促進します。 

 

②道路の整備方針 

1）広域幹線道路 

・近畿圏の環状道路である京奈和自動車道を「広域幹線道路」と位置づけ、未
整備区間の早期整備を関係機関に働きかけ、広域交通ネットワークの形成の
促進に努めます。 

2）地域幹線道路 

・近隣市町村や市内各地域と連絡する国道や県道等を「地域幹線道路」と位置
づけ、未整備区間の早期整備を関係機関に働きかけ、地域交通ネットワーク
の形成の促進に努めます。 

・大和八木駅周辺、橿原神宮前駅周辺の広域的な商業・業務機能を形成する地
区では、渋滞緩和のため、通過交通の排除に努めます。 

・奈良県とのまちづくりに関する包括協定及び地区計画などの取組みに合わせ
て市道の新設改良、現道拡幅、橋梁整備及び踏切構造の改良等を推進します。 
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3）主要生活道路など 

・市街地や鉄道駅周辺を結ぶ主要生活道路については、道路拡幅やネットワー
ク化を推進し、交通機能の充実、快適性の向上に努めます。 

・身近な生活道路のなかで、狭あいな道路等については安全で快適な生活環境
を確保するため、地域のニーズに合わせた整備と維持・管理を推進します。 

4）都市計画道路の見直し 

・⻑期未着⼿となっている都市計画道路については、都市の将来像等に基づき
定期的に必要性の検証を⾏い、住⺠の合意形成を踏まえ都市計画変更に取り
組んでいきます。 

 

③歩行者ネットワークの整備方針 

・誰もが安心して移動できる歩⾏空間を確保するため、歩道環境の充実や特に
駅周辺などにおけるバリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に配慮し
た整備を⾏い、交通事故防⽌のためのカーブミラーやガードレールなどの交
通安全施設の整備を推進します。 

・各鉄道駅から主要な公共公益施設や観光資源などを結ぶ安全で快適な歩⾏者
ネットワークの形成を推進します。 

・市⺠及び来訪者が歩いて回遊できるように設置された案内サインや誘導サイ
ンについては、統一性や連続性を意識したサインとなるよう計画的な維持管
理に努めます。 

・街路樹、敷地沿道部分の緑地については、歩⾏者や自転車利用者の安全性に
配慮しながら、快適な道路空間の形成を推進します。 

・歩道の整備・拡幅・段差解消、自転車道の整備など、だれもが安全・安心に円
滑に移動できる生活道路の整備を推進します。 

 

④公共交通等の整備方針 

1）公共交通等 

・大和八木駅、八木⻄口駅、畝傍駅、橿原神宮前駅を「広域交通拠点」と位置づ
け、誰もが使いやすい公共交通ターミナルとなるよう、駅やそのアプローチ
道路などについては、バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に配慮
した機能の強化に努めます。 
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・その他鉄道駅については、「地域交通拠点」と位置づけ、バリアフリーやユニ
バーサルデザインの考え方に配慮した整備、利用状況や必要機能を踏まえた
交通広場の整備等により、公共交通機関の利用しやすい環境づくりに努めま
す。 

・バス事業者などの関係機関と協議し、停留所の改良、低床バスの運⾏率の向
上など、すべての⼈が利用しやすい路線バスの環境づくりに努めます。また、
バスレーンの設置など、適正な交通規制を関係機関と協議・検討し、路線バ
スの利用促進に努めます。 

・鉄道やバス、タクシーなどの多様な交通⼿段を密接に組み合わせる MaaS※1

など、公共交通ネットワークの再構築を検討していきます。また、観光資源
へのアクセス向上のためのサイクルトレインの導入提案など、公共交通事業
者及び駅のサービス向上を要請していきます。 

・シェアサイクルを含めた自転車やグリーンスローモビリティ、自動運転サー
ビス、カーシェアなどの多様な交通⼿段を活用した交通ネットワークづくり
に努めます。 

2）駐車場・駐輪場 

・主要な史跡や町並み、公共公益施設などの周辺における駐車場・駐輪場につい
ては、歩⾏者と自動車の動線に留意しながら利便性の向上を目指し、適切な維
持管理に努めます。 

・各駅前の駐車場・駐輪場については、公共交通利用者の利便性の向上を目指
し、適切な維持管理に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：ICT の活用により、地域住⺠や旅⾏者一⼈一⼈の移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組
み合わせて検索・予約・決済等を一括で⾏うサービスのこと。 
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≪都市施設整備（道路・公共交通）の方針図≫ 
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（３）都市施設整備（公園・緑地）の方針 

①基本的な考え方 

◇スポーツ・レクリエーションの場、住⺠のふれあいの場、災害時における避難
場所などの様々な役割を発揮するため、日常生活における快適性、防災性の向
上を目指した施設整備や機能充実に努め、誰もが利用できる公園づくりを推進
します。 

◇様々な交流を生み出し、市⺠に愛着を感じられるよう、既存公園については適
正な維持管理に努め、利用者のニーズに応じた施設の更新や充実に努めます。 

◇都市公園については、質の向上や利用者の利便性の向上を目指し、柔軟な発想
による運営管理の効率化を図ります。 

◇緑化意識の啓発を図るため、市⺠等との協働による公園・緑地の維持管理活動
を推進します。 

◇自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある都市・地域づくり
を進める取組みとしてグリーンインフラを推進します。 

◇生産緑地制度の適正な運用により、市街化区域内農地の保全を図り良好な都市
環境の形成を⾏っていきます。 

 

②公園・緑地の整備方針 

1）都市公園等の整備・充実 

・橿原運動公園については、スポーツ・レクリエーション拠点と位置づけ、施
設の充実を図ります。 

・橿原公苑は、スポーツ・レクリエーション拠点と位置づけ、施設の充実を図
るよう関係機関に働きかけます。 

・⾹久山公園や万葉の丘スポーツ広場等は、周辺に存在する自然環境を活かし
た自然とのふれあい拠点として維持管理に努めます。 

・植山古墳公園、新沢千塚古墳群公園、丸山古墳等については、史跡および公
園としてその保存と整備、適正な維持管理に努めます。 

・橿原市緑の基本計画に基づき、都市公園や緑地の適正な配置に努めます。 
・都市公園等については、災害発生時の避難場所として機能するよう適正な維

持・保全に努めます。 
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・藤原宮跡およびその周辺部については、その保存と来訪者が藤原宮を理解で
きるとともに、憩える場所としての緑地や広場整備に向けた取組みを調整し
ます。 

2）既存公園の維持管理と身近なオープンスペース等の充実 

・既存公園は、公園施設⻑寿命化計画に基づき、計画的に遊具等の更新を⾏う
とともに、バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に配慮し、だれも
が安全に安心して遊べる公園整備を推進します。 

・橿原市緑の基本計画に基づき、大和八木駅を中心とする地区を緑化重点地区
と位置づけ、幹線道路を中心とする道路緑化や市役所などの公共施設の緑化
を推進するとともに、⺠有地においても積極的に緑化を誘導し、緑と調和し
た賑わいのある都市空間の形成に努めます。 

3）市民・企業等の協働と連携 

・特⾊ある公園づくりを⾏うため、⺠間活力の導入をはじめとした様々な⼿法
を検討し推進します。また、地域住⺠との連携により、ニーズに応じた公園
整備と適切な維持管理を図ります。 

・花いっぱい運動の促進、地区計画制度などを活用した緑地保全や緑化推進、
既存公園・街路などの公共施設の緑化や景観形成への市⺠参加など、住⺠な
どが主体となった緑豊かな町並み環境の形成を、協働で進めていきます。 
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≪都市施設整備（公園・緑地）の方針図≫ 

  



第 3 章 全体構想 

33 

33 

（４）都市施設整備（その他の都市施設）の方針 

①基本的な考え方 

◇⾏政・公共サービス施設等については、時代の変化や利用者のニーズに応じた
機能充実を目指し、施設の適正配置や⻑寿命化について検討します。 

◇公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与するため、効率化・健全化に配慮した
上⽔道事業を推進します。また、快適な生活環境づくりと豊かな自然環境の保
全を図るため、下⽔道事業を推進します。 

 

②その他の都市施設の整備方針 

1）行政・公共サービス施設等 

・子どもからお年寄りまでの幅広い世代が集う公⺠館や図書館などの公共サー
ビス施設については、健康づくりの⽀援、生涯学習の普及⽀援、地域世代間
交流の機会を深める施設の充実を図ります。 

・バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に配慮した施設整備、省エネ
ルギー化、施設の耐震化の取組みに努めます。 

・施設の管理運営については、⺠間のノウハウを取り入れるなど、市⺠サービ
スの向上や経費削減に努めます。 

・運動・スポーツ施設については、橿原市スポーツ施設計画に基づき、市⺠が
安心、安全に運動・スポーツを楽しめるよう、利用環境の向上と適正な維持
管理に努めます。 

・学校や子育て施設等については、時代の変化や利用者のニーズに応じて適正
配置の検討を⾏い、⻑期的な施設運営に配慮した計画的な施設の整備充実に
努めます。 
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2）上下水道等 

・上下⽔道については、投資の合理化を進めながら施設の耐震化や⻑寿命化に
よる維持管理を推進し、⻑期的な施設運営に配慮した計画的な施設の整備充
実に努めます。 

・下⽔道事業計画区域以外の一般家庭については、浄化槽の設置に係る補助⾦
を交付することにより、合併浄化槽の整備促進を図り、公共⽔域における⽔
質汚濁の防⽌に努めます。 

・浄化センターでは、施設内で処理された処理⽔を下⽔道放流することにより、
施設周辺地域における環境負荷の低減を図ります。 
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（５）市街地・住宅地整備の方針 

①基本的な考え方 

◇様々な都市機能が適正に配置され、効率的で持続可能な市街地形成を目指し、
拠点性向上や地域の活性化を推進します。 

◇地域の特性に応じた住宅供給や既存住宅地の建物更新を促進し、質の高い住宅
地形成を目指します。 

 

②市街地・住宅地の整備方針 

1）市街地整備 

・大和八木駅周辺については、駅北側の市街地改善として奈良県の中心都市の
玄関口にふさわしい商業機能の強化や生活サービス・業務施設の立地誘導、
歩⾏者の回遊性の強化など賑わい拠点の形成を推進します。 

・橿原神宮前駅周辺については、奈良県南部の観光の玄関口としてふさわしい
空間の創出を図ります。 

・市内各駅周辺部については、地域住⺠、来訪者が憩い、やすらげる空間の形
成に努めます。 

・商業地域やその周辺については、防火・準防火地域の運用又は指定し、市街
地における延焼拡大の防⽌を推進します。また、狭あい道路については、緊
急車両の通⾏や消火・救助活動の妨げとなることから、道路拡幅による市街
地の改善に努めます。 

・県立医科大学および附属病院を核とした「橿原キャンパスタウン」の形成を
医大・県・市が連携して推進し、地区計画等により適切な土地利用の誘導を
図ります。 

・市街化区域、市街化調整区域のそれぞれの特性に着目して良好な市街地整備
と保全に努めます。 

・市有地の積極的な利活用を図ります。 
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2）住宅地整備 

・奈良県住みよい福祉のまちづくり条例に適合する市営住宅の整備を推進しま
す。 

・公営住宅等⻑寿命化計画に基づき、市営住宅の維持管理に努めます。 
・ライフスタイルの変化や居住ニーズに合った住宅の供給を⾏い、定住⼈口の

確保や居住の安定確保を促進します。 
・良好な住環境を維持しながら生活サービス機能を充実することで、子育て世

帯等の移住や定住、多世代居住を促進します。 
・空き家については、適正管理を促進します。また、地域のまちづくり資源と

しての利活用も促進します。 
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（６）都市防災の方針 

①基本的な考え方 

◇近年の大規模災害から⾒えてきた課題を踏まえつつ、様々な災害に対して被害
を最小限に抑えるための日頃からの防災・減災の取組みにより、市⺠の生命や
財産を第一とした災害に強いまちづくりを推進します。 

◇⾏政、市⺠（事業者）が一体となって効果的な連携や役割分担のもとで地域防
災力を充実していくとともに、ハード面とソフト面での総合的な施策展開に努
めます。 

 

②都市防災の方針 

1）ハード対策（面・線・点的な都市施設の対策） 

・緊急輸送道路や幹線道路については、適切に維持・管理を⾏い必要に応じて
道路機能の更新を⾏うよう道路管理者に働きかけます。 

・住宅地内等については、狭あい道路の改善に努めます。 
・局地的集中豪雨などの⽔害への対応については、河川やため池、雨⽔排⽔施

設の適切な維持・保全を⾏い、関係機関と連携して減災に努めます。 
・浸⽔被害を抑制する為、公共下⽔道（雨⽔）などの整備に努めます。 
・一定規模を超える開発⾏為に対しては適切に貯留施設を設けるよう指導しま

す。 
・避難場所となる公共建築物については耐震化・不燃化を推進し、防災機能の

強化を図ります。 
・橿原市耐震改修促進計画に基づき、耐震化すべき建築物や重点的に耐震化す

べき地域の耐震化を促進し、地震に強いまちづくりに努めます。 
・広域避難場所に位置づけられている橿原運動公園は、災害時に機能する公園

として防災機能のさらなる充実を図ります。 
・市内の避難場所として都市公園・緑地の維持管理に努めます。 
・大規模化する災害に備え、避難場所としての施設確保や運営方法を検討しま

す。 
・本庁舎については、地震や風⽔害、火災などの災害時に、被災状況を的確に

把握し、地域の防災組織や関係機関と連携して、速やかに対応できる災害対
策本部機能を導入するとともに、庁舎機能の維持及び緊急生活物資や資機材
等の提供や、⽀援を受け入れる窓口などを備えた災害活動拠点としての機能
を充足した整備を⾏います。 



第 3 章 全体構想 

 

38 

・災害から早期のまちの復興を目指すため、学校被災時の代替として利用可能
な施設や、がれきの仮置場、終処分場等の利用可能用地となる市有地等をあ
らかじめ検討します。 

2）ソフト対策（組織体制の充実・情報の周知） 

・防災・災害対応体制を整備し、地域防災力の向上を図ります。 
・気象及び河川情報システムの情報をもとに、市⺠への情報提供に努めます。 
・市⺠参加による防災訓練を通じて、市⺠の防災意識の向上を図ります。 
・地域コミュニティの強化を通じて自主防災組織の結成を促進します。 
・企業・各種団体への自営防災組織の育成・指導、防災マニュアルや事業継続

計画に関する情報提供などにより、防災体制づくりを促進します。 
・ハザードマップ等により情報提供を⾏い、市⺠が地域のリスクや災害に備え

適切な⾏動を事前に把握することにより、防災や災害に強いまちづくりに対
する意識の向上を図ります。 
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≪都市防災の方針図≫ 
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（７）歴史的景観等の形成及び自然環境の方針 

①基本的な考え方 

◇先⼈から受け継いだ美しい景観を保全、修復、創造しながら魅力を高め、現代
と歴史的な伝統・風格とのつながり・調和による都市景観の形成を推進します。 
また、来訪者を惹きつける空間づくりにも配慮した都市景観の形成を推進しま
す。 

◇主な鉄道駅や幹線道路沿道では質の高い景観、住宅地等ではゆとりとやすらぎ
が感じられる景観に着目し、地区の特性を活かした市街地景観の保全・形成を
推進します。 

◇大和三山の眺望を含め郊外の⽥園や丘陵等の自然景観については、周辺と一体
的な保全を推進します。また、都市生活等に潤いを与える自然環境の保全と活
用を推進します。 

 

②歴史的景観等の形成及び自然環境の方針 

1）景観 

【歴史的景観】 

・今井町においては、重要伝統的建造物群保存地区における街なみ環境整備事
業などを継続して実施し、歴史的町並み景観の保存整備の取組みを推進しま
す。 

・八木札の辻を中心とした地区においては、下ツ道、横大路沿道をまちなみ景観
保存・育成エリアと位置づけ、景観形成の向上に努めます。 

・藤原宮跡からの良好な眺望を確保するため、大和三山眺望景観保全計画に基
づき、建築物の意匠制限等により眺望の保全に努めます。 

・歴史的な集落・街道の景観を構成している建造物や樹木を景観重要建造物や
景観重要樹木として指定し、良好な景観の保全を推進します。 
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【市街地景観】 

・主な鉄道駅の駅前広場においては、地域の玄関口として、緑化・オープンス
ペースなどに配慮し、快適で賑わいのある都市景観の創出に努めます。 

・大和八木駅周辺地区においては、奈良県の中心都市の玄関口としてふさわし
い市街地景観となるように努めます。 

・良好な景観形成の重要な要素となる屋外広告物などの工作物は、橿原市屋外
広告物条例に基づき、良好な景観の誘導を図ります。 

・一定規模以上の建築物などの建設や開発⾏為については、良好な景観の形成
に努めるとともに、幹線道路沿道の市街地については、⽥園や山並みの背景
に配慮し、周辺と調和した景観形成に努めます。 

・まとまった規模で計画的に開発された住宅地では、落ち着いた良好な住宅地
として、屋根や外壁、生垣や庭木の連続性などを配慮した秩序ある景観形成
に努めます。 

・建物の用途や形態が混在する地域においては、既存の生活環境の悪化が進⾏
しないよう規模や形態意匠を制限し、景観の保全に努めます。 

・橿原市景観計画の⾒直しを推進し、良好な景観誘導に努めます。 

２）自然景観・環境 

・大和三山や貝吹山などは、風致地区及び景観保全地区の条例等に従い景観を
はじめ、里山の保全に努めるとともに、美しい自然景観の活用を推進します。 

・新沢千塚古墳群並びに貝吹山を主峰とする森林及び丘陵地は、「奈良県自然
環境保全条例」に基づいて、保全に努めます。 

・主な都市公園や緑地については、周辺の地形や自然景観との連続性や一体性
を保つことができる景観形成に努めます。 

・河川・ため池及びその周辺については、四季の風景が感じられ、⽔辺と身近
にふれあえる憩いの空間形成に努めます。 

３）農地 

・本市の市街地を取り囲むように存在する農地は、農産物の生産のみならず、
こころの安らぎとなる優良な⽥園風景を形成するほか、大雨時には雨⽔の貯
留機能により洪⽔防⽌効果を発揮するなど、多面的な機能を有していること
から、無秩序な開発を防⽌し保全に努めます。 

・また、農地は歴史的風土保存の景観要素としても重要な役割を担っており、
中でも藤原京周辺のまとまりのある農地については、持続的な保全に努めま
す。 

・近年、農業従事者の高齢化や担い⼿不足に伴い、耕作放棄地の増加が懸念さ
れていることから、新たな担い⼿の育成や農地の集約化等を推進することで、
農業経営の安定化を図り、農地が適切に保全されるよう努めます。 
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≪歴史的景観等の形成及び自然環境の方針≫ 
 


